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課題名
４３茶園土壌の地力増強

玉露園土壌における有機物分解過程

試験研

究年次
６１～１年（完了）

Ｉ目的

分 類 ②

玉露園に投入される稲わらや整騨枝葉などの新鮮有機物の圃場条件下での分解過程を明らかに

し、合理的な有機物施用法の資料とする。

Ⅱ試 験方法

１試験場所福岡農総試茶指圃場（福岡県八女郡黒木町）

２供試茶樹ざみどり（昭和33年定植）

３土壌条件洪積世堆積赤黄色土ＬｉＣ／ＨＣ

４年間施肥量（kg／lOa〉Ｎ・Ｐ。Ｋ＝7４．３６．３６

５試験区の構成

○「稲わら＋土」埋設

○「図枝葉十土」埋設※参考に「稲わらのみ」、「閲枝葉のみ」も埋設した。

○「土のみ」埋設

６処理方法ガラス繊維ろ紙埋設法：乾土308相当量の生土に、乾土当たり炭素として3％

相当量の供試有機物（粉砕後筋別0.5ｍ＜＜2mm）を混合し、ガラス繊維ろ紙筒

に詰め、さらにサラン網で包み、うね間土壌の深さ約15cmに埋め込んだ。

埋め込みは６月に行い、経時的に取り出して分析に供した。

７供試有機物稲わら（Ｔ－Ｃ３５､4％、Ｔ-Ｎ0.72％、Ｃ／Ｎ４９）

卿枝葉（Ｔ－Ｃ４５,１％、Ｔ-Ｎ2.67％、Ｃ／Ｎｌ７）

８供試土壌（Ｔ－Ｃ15.0％、Ｔ･Ｎ1.3％、Ｃ／Ｎ比12）は、２mm飾下のものを用いた。

Ⅲ主要成果の概要

１有機物の分解に伴い、重量減少率及び全炭素分解率は「有機物十土」混和区、「有機物

のみ」区ともに経時的に増大し、１０カ月後には重量減少率で約53～75％、全炭素分解率で約

56～76％になった。その分解率は、「有機物十土」混和区が「有機物のみ」区に比べて大
きかつた。

２全窒素の分解では、Ｃ／Ｎ比の高い「稲わら＋土」混和区において、埋設2カ月後まで周

辺の窒素のとり込み（有機化）がみられ、その後急速に分解（無機化）し、さらに再とり
込みが認められた。

３微生物フローヲをみると、「有機物十土」混和区では「土のみ」区に比べて埋設2カ月後

(８月）をピークに10カ月後（４月）まで糸状菌のおう盛な繁殖がみられたが、放線菌や好気
性細菌は埋設１０カ月後（４月）までその菌数に変化は認められなかった。

４以上のことから、玉露園では稲わらや輿枝葉が連年多量に投入され、うね間表層に集積

するので、その分解を早めるため、できるだけ細断して施用し土とよく混和する。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表供試有機物の分解率（61年）％

項目試験区１カ月後２カ月後４カ月後６カ月後１０カ月後．6カ月後4カ月後2カ月後

稲わら＋土５．０
重 量減少率閲枝葉十土６． ７

稲わらのみ
餌枝葉のみ

稲わら＋土２９．４
全炭素分解率騨枝葉十土２９．１

稲わらのみ
餌枝葉のみ

稲わら＋土-44.6
全窒素分解率勇枝葉十土５１．８

稲わらのみ
関枝葉のみ
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第２表微生物フローラの変化（61年） 菌数／乾土1８

微生物 試験 区１ カ月 後２カ月後４カ月後６カ月後１０カ月後

稲わら＋土８５．５426.5
糸状菌（Ｆ）餌枝葉十土192.3292.1

×１０４ 土のみ７８．９ ２３．１

稲わら＋土１１．４２．００
放線菌（Ａ）餌枝葉十土１２．１１．５３

×１０５ 土のみ15.4０．６４

好気性稲わら＋土105.4４５．４
細菌（Ｂ）開枝葉十土167.4６３．６
×１０５ 土のみ142.4４９．９

稲わら＋土１２．３1.1
Ｂ ／Ｆ魂枝葉十土８．７２．２

土のみ１８．０ ２１．６

稲 わ ら ＋ 土 1 .3０．０４
Ａ／Ｆ勇枝葉十土０．６０．０５

土のみ１．９０．３

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

玉醗園における有機物分解過程の基礎資料とする。

Ⅵ今後の研究上の問題点
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１環境要因（降水量、地温）及び土壌条件と有機物分解との関連

２有機物の効率的施用技術の確立

Ⅶ資料名

61～元年度福岡県農業総合試験場茶業指導所試験成績書
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